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南の子 ・みずから学ぶ子
・なかよくする子
・みんなが運動する子

教育目標

お知らせとお願い

除雪車両が通行するため、東門（プール側の門）の車

止めを撤去しておりましたが、今月中に終日閉鎖の形に

戻します。

朝は、歩いてくる児童と送迎の車両が交錯します。事

故防止のため、福祉センター駐車場でお子さんを降ろし

てくださるよう御協力お願いいたします。

令和６年度 ４月のおもな行事（予定）

日 月 火 水 木 金 土

3/31 １ ２ ３ ４ 5 6
入学式準備
(新6年生登校)

7 ８ 9 １0 １1 １2 １3
新任式・始業式 あいさつ運動① あいさつ運動② あいさつ運動③ １年給食開始
入学式参加 登校指導① 登校指導② 登校指導③ 交通安全教室
（下校 11:20～）１年下校指導 発育測定・視力検査 発育測定・視力検査 縦割り清掃（２年以上）

（～11日） （4～6年） （1～3年）
給食開始（２年～） 委員会・ベルマーク回収

１4 １5 １6 １7 １8 １9 ２0
ＰＴＡ 聴力検査 避難訓練 歯科検診 全国学力・学習状 学級写真撮影
資源回収 (1～3、5年) 尿検査（１回目） 委員会活動 況調査（６年）
（７時～） 全校集会

２1 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
音楽集会 参観日 教員研修会 １年生を迎える会
内科検診 ＰＴＡ総会 (給食あり全校４時間) 諸費引落日
全国学力・学習状 後援会総会
況調査（質問紙） （全校５時間）

２８ ２９ ３０
昭和の日 自宅確認（５時間）

いじめのない学校
をめざそう集会

学 年 始 休 業 日

子どもたちのがんばり

★第４回浪岡地区ＰＴＡねぷたぬり絵コンテスト

★第３３回日専連全国児童版画コンクール

新任式・始業式のお知らせ

新学期は８日（月）からの予定です。日程は、以下の

とおりとなっております。

８：００ 新２～６年登校

８：１０～ 新任式・始業式（その後学級指導）

１０：００～ 入学式（新２～６年も今年は参加）

１１：１５～ ２～６年生下校

（下校バス 福祉セ 11：25）

「チャレンジ５」の合格者と「県下小・中学生あおもり

版画まつり」の入賞者につきましては、次のページでお

知らせします。

やさしさとやさしさの握手
校 長 福士 竜也

本校の努力目標の一つに「相手を思いやり、さわやかなあいさつができる子」がありま
す。また、1年間通して取り組んできた「４つの『あ』」にも「あいさつ」と「ありがと
う」があります。思いやりの心をもち、人とのかかわりを広げていける子にしたいという
願いからです。
人は、誰しも他の人に親切にしようという気持ちはもっているものです。それは、人が

人として人の間で生きていく上でとても大切なことですし、自分自身もそのように親切に、
大切に育てられてきているからです。人は、人との接し方が一番大切です。
しかし、バスや電車の中で席を譲ったり、町で困っている人に声を掛けたりすることは

とても勇気のいることで、できないことが多いと思います。（本校の6年生は、修学旅行
の電車の中で自ら進んで席を譲る場面を見かけ、全校朝会で紹介しました。）
学校生活の中で、友達や下学年の子が困っていたら、ちょっと勇気がいるけれど、子ど

もたちのもっている思いやりの気持ちをぜひ出してほしいと思っています。
これは、挨拶についても言えることです。「挨拶は心と心の握手」という話を聴いたこ

とがあります。挨拶をしてもらったら、受け止め、しっかり返してあげるやさしさが大切
です。
なぜなら、こちらがいいかげんだと相手もいいかげんにしか接してくれません。こちら

が誠意を示すと、相手も心を込めて接してくれます。こちらが笑顔で接すると、相手も笑
顔を返してくれます。その出発点が挨拶だからです。そんなやさしい気持ちが込められた
挨拶が心と心の握手になるのです。
では、「やさしくする」「親切にする」ということについては、どう

でしょう。やさしくしてあげたいという気持ちと、受け取る側のやさ
しい気持ちがあってこそ、本当の 「やさしさ」「親切」になります。
つまり、やさしさとやさしさが握手するから、「親切」 になるのです。

挨拶と同様に、やさしさとやさしさが握手できる思いやりのある子ども
になってほしいと思います。

さて、令和５年度も今日で終わりになります。学校行事として卒業式や４，５年生の実
行委員が中心となった「６年生を送る会」も開かれました。これらの学校生活で行われる
行事などでは、子どもたち一人一人に役割があります。その一つ一つの役割が束ねられて、
一つのことが成し遂げられます。子どもたち一人一人が全力を出し切り、みんなと協力す
ることを学びます。
それゆえ学校生活で行われる行事等を通して見られる姿の一つ一つが、子どもたちの心

に深く「思いやりの心」を刻み込むことになるのだと思います。未来への夢と志をもつ地
域の宝物である子どもたちに、よき「思いやりの心」を提供するのは私たち大人の責務と
考えます。
次年度もあらゆる場面で保護者、地域の皆様方と共に協力し合いながら、子どもたちの

心を育んでいければと思います。

最後になりますが、この１年間、保護者・地域の皆様には、本校の教育活動に多大な御
理解と御支援をいただきましたことに感謝申し上げます。誠にありがとうございました。


